
最近では、「アクセシブルなWebサイト作成いたします！」

と新聞広告まで打つ企業も出てきている。この分野が一大

産業として認知されてきたのはたいへん喜ばしいことだ。だ

が「基準さえ守っていればアクセシビリティは達成された」と

いうのでは、改良のプロセスであるユニバーサルデザインの

本質からは遠いものになってしまう。アクセシブルなサイトと

は、多様な読者の意見を聞きながら徐々によくしていくもの

だという認識の下、常に改良を続けていただきたい。

それでは、WebアクセシビリティJISの「操作および入

力」に関する個別要件を解説していこう。

マウスなどのポインティングデバイスでしか使えないサ

イトを作ってはいけない。もちろんこれは視覚障害や運動

機能に制限のある人がマウスを使わないためなのだが、障

害にかかわらず、タブキーなどでどんどん先へ進めるほう

が操作が早いこともある。

これはアクセシビリティにもユーザビリティにもかかわ

る内容である。このほんのわずかな配慮が足りないために、

何行も入力した苦労が水の泡になる例は、ユーザビリティ

テストのときによく出会う。JISの中では下記のような半

角全角の例のほかに、名前のフリガナがカタカナなのかひ

らがななのかが音声ブラウザでは判別できない例や、電話

番号などにハイフンを入れるべきかどうかといった例、ま

た多すぎる選択リストの構造化といった、入力しやすさの

実例が紹介されている。

【例】 入力欄に入力する文字種が全角または半角のど

ちらかに制限されているとき、そのことを入力欄の前に明

示する。

何も書いていないと全角で入力してエラーではじかれる

し、入力欄のうしろに指示があっても音声ブラウザ使用者

にはわかりにくい。入力欄の前に指定しよう。

セキュリティの観点から、パスワードやクレジットカー

ド入力の画面に入力時間の制限を設けているケースもある

が、その場合は「入力がないと何分以内に自動的に切れま

す」といったお知らせをつける必要がある。途中まで入れ

たのに、時間制限があることを知らずにほかの情報を見て
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いるうちに切れてしまった、では困るのだ。今後、市民向

けサービスサイトでID入力を要求するような場合にも必要

な配慮だろう。

支援技術（高齢者や障害者の機能的能力を増強、維持ま

たは支援するための装置やソフトウェア）を使っている場

合、入力作業に時間がかかることがある。時間制限に関し

ては何らかの制限解除・延長の機能をサイト上に置き、そ

れが選択できるようにしておくべきである。将来的には利

用者のプロファイルを認識し、入力に時間のかかる利用者

や支援技術利用者には自動的に時間を延長するようなサー

ビスも考えられる。

リンクをクリックしたら突然重いファイルのダウンロー

ドが始まって驚いたり、新しいページが開いて、なかなか

元へ戻れないことがある。予期できない動きをされると、

特に支援技術利用者は操作が困難になってしまう場合もあ

るので、そのようなサイトを作ってはいけない。アクセシ

ブルでないほかのサイトへのリンクなどは、海外の公式サ

イトではくどいほど「外のサイトを見に行くけどいいか？」

と確認してくる。戻ってこれないことを心配してくれてい

るのである。

ソフトウェアの基本である共通のLook＆Feel（見え方、

感じ方）、そしてBehavior（振る舞い）を統一しましょう、

という原則をWebにも適用したものである。ヘッダーや

フッター、トップページへの戻りなどの表記やハイパーリ

ンクなどは、見え方や動きに一貫性を持たせないと、利用

者の混乱を招く。自治体サイトにおいて、保守を各課で行

うときも、こういった基本部分は絶対統一してほしい。
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ハイパーリンクは、紙とは決定的に違うデータの表し方だ。

どんどん階層をつけていくことで、大きくて複雑な情報も整

理して提示することができる。だからこそ、そのハイパーリ

ンクやボタンは、わかりやすく扱いやすいものであるべきな

のだ。マウス操作に慣れた人でも、小さな画面で近接した

ボタンを正確にクリックするのは難しかったりする。ユーザ

ーテストを行うと、バスケット型の小さなアイコンが、オンラ

インショッピングの最後の買い物カゴに入れるという作業で

あるということがわからず、ものが買えない顧客は多い。

アイコンやリンクは、操作可能だとはっきりわかるよう

にデザインすべきなのだ。また、音声ブラウザ使用者には、

「こちら」や「ここ」で示されるハイパーリンクはわかりに

くく、前後関係を再確認することになる。多様な人の身に

なってサイトを構築すべきである。

【例】 ハイパーリンクおよびボタンは、誤操作しないよ

うに隣り合うものとの間隔をとる。

ナビゲーションバーなど、音声ブラウザで毎回読み上げ

るのは煩わしく、本文に到達するまでに時間がかかる。本

文へのページ内ハイパーリンクなどでスキップできる仕組

みが必要だ。

ユニバーサルデザインの7原則の一つでもあるが、

UNDO（元へ戻す）の機能は必須である。また削除などや

り直しの効かない処理は確認をとるのが望ましい。
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間隔が、広い例（左）と狭い例（右）
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